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平安南道竹川地方の地質概報

（昭和18年6月28日受領）

平　　山　　　健

緒　　　言

地質暦序
　I．片　廊　岩
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　　z祠堂隅統
　1。朝　鮮　系
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　容

　　2．大石炭岩層

　v、火成岩類

地質構造

　I、榴　　　曲

　I．衝　　　動

　I．断　　　屠

捜賀状態について

竈　　　　　冒

　筆者は京都帝國大學在學中（昭和14年），故中村薪太螂先生の御指導の下に表題の地域

に於いて地質調査に從事した。その結果について褒表するように先生よりお奨めを受け

た爲，昭和15年秋，先生の御手許に御遺稿申上げたが，先生は間もなく御護病になり，

遂に御逝去に底ってしまった。此度原稿が松下道教授の御許に渡った爲その御奨めを受

け蕾稿のまムではあるが，報告する事にした。

　此の研究の機會を與べられ，且つ終始御懇切な御指導御鞭捷を賜はった故中村先生に

深甚の感謝を捧げ，又調査當時より種々御指導御助言を與べられ，且つ拙稿を御校閲下

さつた松下道教授に厚く御種申上げ，更に常時御世話を戴いた京都帝國犬學地質學鑛物

學教室の方々に厚く謝意を表する次第である。

　本城は古く市村毅博士の御報告があり，殊に附近の鐵鑛床については精細なものがあ

るので，今日は鑛床については全く溺れず，地質，及び構造についてのみ報告する事に

した。

地質問序
　當地域に褒達する岩石は片麻岩類，群原系，朝鮮系，に属する岩石，中生居，及び火

成岩麗である。
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　I．片腕岩類
　地域内に於ける最古の岩石で鶏林系及び高句麗花嵩岩をふくみ，西部及ぴ北西部に露

出し雲母片麻岩が多く，片理を有しその走向は大約N40度皿であって北に傾斜してみ

る。他に角閃石雲母片麻岩があり，成分鑛物とL。て石英，長石，角閃石，糠簾石，磁鐵

鑛，燐茨石などをふくむ。構造線に近い所では時にMy10nite状をなし破樺構造を示す

ものがある。

　II．曄　　原　　系

　鮮原系に属する岩石で本地域に見られるものは直幌，祠堂隅の二統であって最上部の

駒蜆統を狭く。

　ユ．直蜴統　地域の西南部を占め基底珪岩を以て片麻砦上に不整合に累重する板岩千

枚岩，片岩類である。基底の珪岩は愉川面松鶴里より，東西の走向を以て北方に傾斜し

て謹嶺し，雲興里の西方において走向を南北方向に樽し東方に傾斜して走り，院洞，龍

砦，水下，寵徳，鳳鳴里を経て更に南下する。暦厚は1O－50米である。．繊密堅硬で乳白

色，時に板椴を呈する。侵蝕に抵抗する故に山嶺，山背を形成する事が多い。平壌炭田

における礫岩里珪岩に相當する。

　板岩，千枚岩，片岩類は珪岩上に重底り，約1000米の居厚を有する。上限は西北方よ

りの衝動によって祠堂隅統恒接する。走向は殆んど珪岩と同じであるが」二部はやム傾斜

崖を増加してみる。岩石は牽部変質を受けて居り禰曲が甚しい。石英脈が入りこみ，又

時に友白色の結晶質石文砦のレ：／ズを來有してみる。院洞附近1乙おいては尖減する珪岩

居が介在する。岩質は主として珪質，石茨質で層理面に雲母，総泥石をみとめる事が出

來る。色は緑色，緑青色．叉は女色で絹糸赦光澤を有する。珪質片岩は最も良く蟹達し，

その下部において蟹質度は層加してみる。白雲母を多量に合有するものがあるがその分

布萩態は一定せず，岩質は移化する事が多い。雑色片岩及び緑色千枚岩は珪質片岩類と

互居し移化し合びつ』存在するものであって，…般に維泥石，斜長石，角閃石，線簾石，

白雲母等を持つが，時に石荻岩盾の薄居を層理間にはさむ事がある。直蜆統中，上部の

砦居中には石文岩レ＝／ズは少ない。

　2．祠堂隅統祠堂隅統は卒壌炭田に於ける如く次白色結晶質板状の石茨岩盾で多少

苦土質の所もあり，白色にして塊状，級密なる所もある。比較的上層部には白雲岩の所が

あるがその分布は不定である。示準となるべき地層が無く，野外における観察ではその

層序を知る事が困難である。上層の陽嬢続とは東南方からの衝動に依って境されてゐる。
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　m．朝　　鮮　　系

　1．陽徳統　陽徳統は當地域における中央部の丘陵性地帯を形成してみる。墨下部に

おける珪岩は露出せず，大部分糠色千枚岩及び織色片岩より成り，長々衣白色，白色り石

文砦暦を持つ。一般に走向はN45度E，40度乃至80痩西北に傾斜してみる。この岩石も

亦動力蟹質を受け，片理を持ち，再結晶に依って生じた鑛物を含有する。岩相の移化が著

しく細部の構造は明白でない。大別して珪質雲母千枚岩，石皮質石英千枚岩とする事が

出來る。前者は細粒荻糠色を呈し，肉眼て雲母の小片を見とめる事が出來，或るものは，

磁鐵鑛の結晶を含有する。後者は前者と蟄達状態は類似してみるが，石文分に富む。乾

芝山や間靖西方では引きのぱされた礫状の外見を呈する石英脈をふくむものがある。

　2．林村粘板岩　高簸山統下部に属す．る林村粘板岩は暗隷色又は友糠色（風化して一淡

隷黄色）粘板岩であり化石は見られない。通常10L20米の厚さであるが1－2米になって

殆んど追跡し棄る所もある。蟹質を受けてはゐるが，鹸り強度のものでなく，特記さる

べき鏡物は見出す事が閉來ない。

　3．大石文岩厨　高聖山統上部及ぴ晩達統に属する石文岩の厚盾である。塊状又は板

状の結晶質石文岩居で黒色，友色叉は白色を呈し時に白雲岩を混じえる。雪深姑附近で

は蟹質度低く海百合，腕足類，ActinOcerasが報告せられてゐるが保存は良く無い。

　IV．中　　生　　層

　中生居は北部の低丘陵地域を占めてみる。北端は衝動に依りて片麻岩と境し南端も同

じく衝動に依り大石文岩居と接する。最下部は屠厚150米に達する礫岩后で最大直樫30

縄の珪岩礫，花開岩質礫をふくむ。礫岩に接する頁岩履は走向N20度一70度亙で北酉に

30－80度傾斜する。植物化石の破片が見出されるが数は少なく保存も悪い。所に依り極

めて薄い石炭暦を介在する。この頁岩の上部は砂岩，頁岩の互層であり，砂岩は犬鴉に

於て中粒乃至細粒で夜色を呈する。全鵠としての屠厚は1000米内外であらうが等鍋橘曲

に依って繰り返へされてゐる。時代末講の中生厨とされてゐるが地質構造より推論すれ

ば白璽紀暦と者へられる。

　V．火　成　岩　類

　白璽紀末に於ける火成岩活動がこの地方にもその影響を奥べてみる。火成岩誰の周園

の石文岩后又は千枚岩，片岩は各々強弱の差はあるが接燭変質をうけ，時に特有の鑛物

を合有してみる。地域内に見られる火成岩の主なるものは石英鵬，花騎岩，石英斑岩，

正長斑岩，珪長岩愛輝線岩，閃糠珊岩等であり，岩脈，底盤扶麗岩株状に散在する。
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　　　　　　　　　　　　　　　地質橋這

　地域内に露出する岩石は皆中生代の地殻壁動を受けたものと思はれる。その地殻運動

の時代を中村先生の御意見に從って考へる時は，岩石の蟹質程度の差異から當地域の中

生厨が白璽紀暦である事が推論し得る。

　地殻蓮動は榴曲，衝動，断暦の順に超したと者へられるが，断厨はこの地域の岩石に

大なる影響を輿へたとは者へられない。

I．椙　　　　曲一

　中生代以前の岩石は三塁紀における禰出作用を受けて現代見られる多くの背斜構造を

生じたと思はれる。鮮原系の珪岩が甚だしき一榴出作用に依って反鱒してゐるのを伽川，

安川間の鐵遭線に滑って見る事が出來る。朝鮮系の岩石は等斜榴曲を以てくりかへされ

るが軸は北東一南西方向である。白璽紀屠も前述の如く上部は等斜榴曲を示してみる。

　II．側　　　　　動

　衝動は地域内における主なる構造線であって，地質構造はそれに依って複雑にされて

ゐ一る。南徽よりA，B，C，D，亙，Fの五本の衝動があるが青々一について略記すれば，A

は最古の衝動であって南東方向より推被せる形のもので朝鮮系の岩石を祠堂隅統の岩石

上に乗せたものである。垂直方向の動きよりはむしろ水牢方向の動きであって衝動面は

地下淺所にあって波状を呈し，辻り上りと云ふよりはとり進んだものと見られる。この

衝動生成の時期は恐らく榴出作用の後，白璽紀以前であらう。Bは直蜆統，祠堂隅統の

間に存するものであって傾奈牡O度内外である。以下に記す衝動と同じく白壁紀末のもの

と思はれる。この衝動の北端はD衝動に依って俳川面馬場里附近において被はれる。C

は陽徳統を大石荻岩盾上に乗せたものであって走向は’NE，傾斜は30度一50度である。

南端は中西面東端においてB衝動に被はれる。Dは北面仁興里」より愉川面秋洞に及ぶも

ので衝動塊は朝鮮系の岩石であり軍阿里の東方で見られる。Fは片麻岩類が白墨紀居上

に乗り上ったもので，約20米に及ぶ破砕帯を見る事が出來る。片麻岩中に見られるmy－

10nite様のものはこの構造線に依って生じたと者へられる。

　皿I．断　　　　居

　各所に小規模なものが見られるが全鎧の構造に影響するものは無い爲に省略する。

　　　　　　　　　　　　　　　菱賀状態につきて

　愉用地方に露出する岩石の最も著しい特長は中生代以前の岩石が全部にわたって蟹質

を受けてゐる事である。片麻岩類は高度に蟹質し熱鍾質を受けてゐる事も良く認められ
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るが，鮮原系朝鮮系の岩石は竣成度は中位以下でHa・ker氏の云ふ価。tite　z㎝e以下であ

ると思はれる。その各々のZOneについての記載は省略するが，変質作用と岩石の時代

及び地質構造との間に特定の關係は認められない。或る所においては向斜の頂貼附近は

比較的進んだ蟹成度を示す（中西面卒院里南方山頂にみられる）が他の所においては同じ

く向斜の頂鮎に近い所でも愛成度は低い（朝陽面承昌里などにみられる）。鮮原系に属す

る岩石中でも粘板岩の範園を出ないものもあるが，陽徳統上部の岩石で黒雲母を生じて

片殊岩になってゐる所も多い（中西面粉骨峯）。荷重に依る変質のみを考へるならぱこの

事費は不合理なる事は明らかであり，野外調査においても室内作業においても，この事

費は一見不合理に思はれるが，この地域に隣る東側地域に慶大な火成岩鵠の露出する事

を思べば，あたかもGreenly，1E・がAngIesey島の廣範園蟹質作用の結果を説明した如

く説明し得るものである。叉當地方の蟹質せる岩石を見ると，それらが唯…同の変質作

用に依って生じたものにはあらすして，数日にわたる種々なる條仲の下に行はれた蟹質

作用に依って生じた事が明らかである。前述の如く片麻岩類は上部の岩石に比してその

蟹成度を異にし，鮮原系堆積以前において熱愛質と共に動力的にも相當張力な作用を受

けてゐるものと者へられるが，これらの岩石が鮮原系の堆積後の諸作用に依って如何な

る影響を受けたのであるかは興味ある問題である。鮮原系以後の岩石では一般に上后に

行くに從って愛成度を減する事がみとめられる。構造線の近くで受戒度が急激に強めら

れてゐる事は群原系陽徳統の岩石において見られるが，構造線をはさむ両側の岩石の蟹

質度より見て蟹質が構造線の生ずる以前に行はれえ事は明らかである。要するに醤地域

に拾いて行はれた蟹質作用においては，異なる時期に拾いて異なる状態，條件の下にくり

かへされたる蟹質作用によりて程度の同一ならざる岩石を生成せし事。蟹質作用と岩石

の居序學的構造には一定の關係は見られないが，一般に蟹質種皮は中位以下であって上

暦に弱く，下居に強いと思はれる事。濫原系と朝鮮系の岩石の変質作用はその間の衝動

の生成以前に港レて行はれ，その後の地殻運動により，叉，火成岩清動により影響せら

れたものである事。構造線に近い部分が蟹成度を櫓加してみる所から，衝動塊に依って

増加した荷重は蟹質作用に或る影響を輿へるものと思はれる事底とを見る事が出來る。
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